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コロナ禍においても献血は 【不要不急の外出】 にあたりません

受付時間

協力： 東京玉川ライオンズクラブ



献血は【継続が求められる】大切な取り組みです

私は骨髄異形成症候群という血液の癌を
患っております。白血病の前段階とされ
血液が造られにくい難病です。輸血は
2週間～4週間ごとに行っています。

輸血というと手術や怪我による大量出血
のイメージがあるかと思いますが、
こういう病気で必要な人も沢山います。

皆さんのご協力がなければ普通の生活が出来ません。
輸血をすると元気になり、仕事も出来ます。
本当に有難い思いです。心から皆さんには感謝しています。
これからもどうかご協力を
宜しくお願い致します。

（祐子さん）

私の息子は４歳のとき脳腫瘍になり、
抗がん剤治療の際、41回もの輸血に
お世話になりました。
おかげさまで今はすっかり元気になり
春から大学へ通っています。

献血に、息子は命を救って頂きました。
輸血できなければ治療を進めることは出来ませんでした。
いただいた大切な血液から、献血をしてくださった皆さんの
温かな思いや応援して下さるパワーのようなものをたくさん
感じることが出来、辛い治療も乗り越えることが出来ました。

心から感謝の気持ちでいっぱいです。

（ゆきままさん）

次男を出産し1年が過ぎました。
前置胎盤と診断されていた私は、

自己血2パックを念のため取りました。
いざ出産し、無事に帝王切開で次男の顔を見れたのですが…
そこから出血が止まらず自己血を使い切ってしまい、輸血で
一命を取り留めました。
結局羊水込みで7リットルの出血でした。

あのとき輸血の血液がなかったら
私はこの世にはいなく、次男を抱っこする
ことも長男を抱き締める事も出来なかった
はずです。
輸血経験者なので献血に協力できませんが
今は旦那が献血させていただいています。

（道子さん）

2018年7月、急性骨髄性白血病に
罹患し入院。抗がん剤治療を経て
2019年1月に退院できました。
その間に受けた輸血は48回にものぼります。
貧血症状がひどく立ち上がることすら出来なかった時に受けた
赤血球輸血、鼻血が一日中止まらなかった時の血小板輸血。
どれも忘れることは出来ません。

そして、これは経験者じゃないとわからない事なんですが、
抗がん剤の点滴は身体に入ると冷たい感じ
がするのに、輸血の血液は温かいんです。
皆さんの心がこもってるからでしょうか。
献血していただいた方には感謝しか
ありません。
本当にありがとうございました。

（貴公子さん）

輸血を受ける患者さんは

コロナ禍でも 続いています

１日あたり約3,000人

お問い合わせ：東京都赤十字血液センター武蔵野出張所 TEL：0422-32-1100（平日9時～17時）

命を守る日々は


